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（特集━二）　『源氏物語』古筆切の料紙観察

　

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
の
平
成
三
〇
年
度
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
実
践
女
子
大
学
「
源
氏
物
語
研

究
の
学
際
的
・
国
際
的
拠
点
形
成
」
の
一
環
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
、『
源
氏
物
語
』
の
古
筆
切
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
を
対
象
と
し

た
光
学
顕
微
鏡
使
用
に
よ
る
非
破
壊
調
査
で
得
ら
れ
た
紙
質
観
察
結
果
の
第
一
報
を
、
公
開
講
座「
源
氏
物
語
、
伝
統
と
未
来
」の
な
か
で

講
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　　

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
は
二
〇
〇
点
余
り
の『
源
氏
物
語
』古
筆
切
を
所
蔵
し
て
い
る
。
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
著
名
な
書
家

や
歌
人
が
書
い
た
と
さ
れ
る「
書
」、
つ
ま
り
古
人
の
筆
跡
が
古
筆
で
あ
り
、
作
成
さ
れ
た
当
初
は
複
数
枚
の
紙
を
貼
り
合
せ
て
巻
い
た
状

態
の
巻
子
本
や
紙
を
綴
じ
た
冊
子
本
な
ど
の
書
籍
形
態
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
古
写
本
が
後
の
世
と
な
り
切
断
さ
れ
、
現
在
に
伝
わ
る
も

の
を
古
筆
切
と
い
う
。
応
仁
元（
一
四
六
七
）年
か
ら
文
明
九（
一
四
七
八
）年
ま
で
続
い
た
応
仁
の
乱
に
よ
り
、
京
都
に
あ
っ
た
多
く
の
古

筆
は
灰
燼
に
帰
し
た
た
め
、
戦
禍
を
逃
れ
た
古
筆
は
珍
重
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
時
代
が
下
り
、
茶
道
が
流
行
す
る
に
従
っ
て
掛
物
と

二
〇
一
九
年
度
国
文
学
科
公
開
講
座
講
演
会
「
源
氏
物
語
、
伝
統
と
未
来
」

『
源
氏
物
語
』
古
筆
切
の
料
紙
観
察
　（
第
一
報
）白

戸
満
喜
子
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し
て
の
古
筆
需
要
が
高
ま
る
一
方
、
公
家
・
戦
国
大
名
・
上
層
の
町
衆
な
ど
多
く
の
人
々
が
古
筆
を
入
手
し
た
い
と
い
う
欲
望
に
駆
ら
れ

た
。
こ
う
し
た
人
々
の
所
有
欲
を
満
た
す
目
的
で
、
複
数
の
紙
で
構
成
さ
れ
て
い
た
古
写
本
が
何
枚
に
も
切
り
分
け
ら
れ
、
古
筆
切
と
い

う
断
簡
つ
ま
り
一
枚
の
紙
片
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
切
断
は
昭
和
期
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
古
筆
切
は
、
代
々
数
多
く
の
古
筆
切
を
所
有
し
て
経
験
を
積
ん
だ
古
筆
家
と
い
わ
れ
る
専
門
家
に
よ
り
、

現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
鑑
定
が
行
わ
れ
た
。
鑑
定
の
基
準
は
紙
の
上
に
認
め
ら
れ
て
い
る
文
字
の
書
式
や
形
状
、
そ
し
て
紙
質
や
墨
の
状

態
な
ど
を
含
め
た
全
体
的
な
印
象
な
ど
比
較
す
る
方
法
で
、
鑑
定
の
証
と
し
て「
極
め
札
」が
付
与
さ
れ
た
。
極
め
札
に
は
、
一
．
筆
者
名
、

二
．
そ
の
古
筆
切
の
書
き
出
し（
冒
頭
部
分
）、三
．
極
め
印（
鑑
定
者
の
印
）が
記
さ
れ
て
い
る
。
古
筆
家
に
よ
る
鑑
定
は
豊
臣
秀
次
に
よ
っ

て
古
筆
と
い
う
苗
字
と
金
印
を
授
与
さ
れ
た
古
筆
了
佐
を
祖
と
し
、
幕
末
ま
で
鑑
定
の
権
威
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
古
筆
家
に
よ

る
鑑
定
方
法
は
、
個
人
の
経
験
や
目
視
と
い
う
、
換
言
す
れ
ば
主
観
に
基
づ
く
決
定
で
あ
り
、
客
観
的
な
判
断
や
科
学
的
な
分
析
に
は
基

づ
い
て
い
な
い
。
日
比
野
浩
信
は「
極
め
札
に
記
さ
れ
た
筆
者
名
が
、
必
ず
し
も
本
当
の
筆
者
と
は
限
ら
な
い
」と
し
て
い
る（
１
）。

　

本
研
究
で
は
、
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
が
所
蔵
す
る
古
筆
切
に
対
し
て
、
最
新
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
（
キ
ー
エ
ン
ス

社
製　

Ｖ
Ｈ
Ｘ
━
７
０
０
０
）
を
用
い
た
科
学
的
な
調
査
・
分
析
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
は
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
紙

か
ら
繊
維
を
引
き
抜
い
て
繊
維
を
同
定
す
る
と
い
う
、
極
わ
ず
か
な
部
分
と
は
い
え
破
壊
を
伴
う
方
法
で
は
な
く
、
完
全
に
非
破
壊
で
調

査
観
察
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
繊
維
の
同
定
だ
け
で
は
な
く
、
紙
に
含
ま
れ
る
原
料
植
物
の
断
片
や
書
写
適
性
・
紙
質
向
上
を
目
的
と
し

て
添
加
さ
れ
る
填
料
の
分
析
や
加
工
も
観
察
対
象
と
し
て
い
る
。
更
に
、
三
次
元
観
察
に
よ
っ
て
「
紙
の
表
情
」
の
観
察
が
可
能
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
客
観
的
か
つ
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
・
分
析
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
筆
切
に

用
い
ら
れ
た
紙
の
材
質
に
つ
い
て
、
原
料
で
あ
る
植
物
繊
維
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
以
上
の
点
か
ら
本
研
究
は
、

こ
れ
ま
で
の
古
筆
研
究
に
新
た
な
視
点
と
成
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
は
本
調
査
の
第
一
歩
と
な
る
観
察
結
果
を
紹
介
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し
、
今
後
の
調
査
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

『
源
氏
物
語
』
古
筆
切
の
紙
を
光
学
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
試
み

　

こ
れ
ま
で
の
古
筆
研
究
で
は
、
書
か
れ
て
い
る
文
字
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
書
と
し
て
の
鑑
賞
や
書
道
の

技
法
を
主
と
す
る
内
容
が
多
く
、
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
自
体
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
２
）。
ま
た
、
紙
に
言
及
さ
れ
た
と
し

て
も
、
肉
眼
で
確
認
で
き
る
情
報
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
中
で
、
高
城
弘
一
・
野
中
直
之
編
著『
装
飾
料
紙
の
研
究
』

（
二
〇
一
七
年
度　

大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
報
告
）（
３
）
は
、
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
使
用
し
て
古
筆
切
料
紙
の

繊
維
状
態
を
確
認
し
、
紙
へ
の
装
飾
加
工
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
し
て
い
る
。
同
報
告
で
は「
料
紙
概
説
」（
４
）で
古
筆
切
に
用
い
ら
れ

て
い
る
料
紙
に
関
す
る
説
明
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
装
飾
料
紙
に
つ
い
て
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
以
降
と
い
う
時
系
列
に
解

説
し
、「
原
紙
」「
染
め
紙
」「
か
ら
紙
」「
そ
の
ほ
か
」（
下
絵
・
箔
加
工
・
雲
母
砂
子
）と
い
う
料
紙
の
分
類
ご
と
に
各
古
筆
切
の
①
作
品

名（
古
筆
名
な
ど
）②
筆
者（「
伝
」は
伝
称
筆
者
）③
書
者
内
容（
出
典
な
ど
）④
推
定
書
写
年
代
と「
作
品
概
要
」が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

本
研
究
で
は
さ
ら
に
科
学
的
か
つ
客
観
的
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
べ
く
、
使
用
機
器
・
倍
率
・
確
認
部
分
（
古
筆
切
の
繊
維
が
ど
の
部
分

で
あ
る
か
）
を
明
確
に
す
る
。
こ
れ
は
再
現
性
を
考
慮
し
た
方
法
で
あ
り
、
今
後
の
料
紙
研
究
に
お
い
て
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
提
示
す
る

際
に
は
欠
か
せ
な
い
条
件
と
い
え
る
。

　

古
筆
切
を
対
象
と
す
る
研
究
の
中
で
、『
源
氏
物
語
』と
い
う
平
安
時
代
を
代
表
す
る
物
語
が
書
か
れ
て
い
る
資
料
に
限
定
す
る
と
い
う

点
で
本
研
究
は
独
自
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て「
ツ
レ
」に
対
す
る
調
査
を
行
っ
た
。
本
来
は
同
一
の
巻
物
や
冊
子

体
の
書
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
複
数
枚
の
古
筆
切
グ
ル
ー
プ
を
ツ
レ
と
い
う
。
ツ
レ
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
は
肉
眼
の
み
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の
目
視
に
よ
る
判
断
で
あ
る
。
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
所
蔵
資
料
中
、
極
め
札
や
先
行
研
究
に
よ
り
ツ
レ
と
さ
れ
て
い
る
古
筆

切
に
対
し
、
今
回
は
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
を
用
い
て
観
察
し
、
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
質
を
分
析
し
よ
う
と
す
る

試
み
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡（
キ
ー
エ
ン
ス
社
製　

Ｖ
Ｈ
Ｘ
━
７
０
０
０
）を
用
い
て
紙
を
観
察
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
料
紙
の
情

報
に
つ
い
て
示
す
。

　

第
一
に
、繊
維
を
観
察
す
る
こ
と
で
料
紙
の
主
原
料
で
あ
る
植
物
が
わ
か
る
。
古
筆
に
使
用
さ
れ
て
い
る
和
紙
の
原
料
と
な
る
植
物
は
、

「
楮こ

う
ぞ」が

最
も
一
般
的
で
、
他
に「
雁が

ん

皮ぴ

」「
三み

つ
ま
た椏

」が
あ
る
。
ク
ワ
科
の
楮
は
栽
培
可
能
で
生
産
量
は
最
も
多
い
。
雁
皮
は
栽
培
が
困
難
で

あ
る
上
に
、
自
生
し
て
い
る
地
域
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
雁
皮
を
原
料
と
す
る
紙
は
表
面
が
滑
ら
か
で

独
特
の
美
し
い
光
沢
が
あ
り
、
美
し
い
紙
と
い
う
意
味
で「
斐
紙
」と
呼
ば
れ
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
墨
の
に
じ
み
が
な
く
両
面
に
書
写

で
き
る
と
い
う
特
性
が
あ
る
た
め
価
値
も
高
い
。
三
椏
は
雁
皮
と
同
じ
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
植
物
で
栽
培
可
能
で
あ
り
、
色
合
い
や
光
沢

な
ど
類
似
点
が
あ
る
も
の
の
、雁
皮
の
も
つ
特
性
は
有
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
三
種
の
植
物
の
繊
維
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
形
状
の
繊
維
、

セ
ル
ロ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
増
田
芳
雄
は
、

高
等
植
物
に
見
出
さ
れ
る
細
胞
壁
多
糖
類
は
、
そ
の
分
類
学
的
多
様
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
種
類
の
も
の
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
見

い
だ
さ
れ
る
。
種
間
、
属
間
の
相
違
よ
り
む
し
ろ
、
単
子
葉
植
物
と
双
子
葉
植
物
の
間
の
細
胞
壁
多
糖
類
分
子
の
相
違
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
。

と
し
、同

一
植
物
体
の
器
官
、
組
織
を
構
成
す
る
細
胞
間
の
細
胞
壁
構
成
多
糖
類
の
相
違
は
小
さ
い
。
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と
述
べ
て
い
る
（
５
）。
こ
れ
は
双
子
葉
植
物
に
お
い
て
同
一
種
類
の
植
物
の
繊
維
に
は
違
い
が
少
な
く
、
ほ
ぼ
同
じ
形
状
で
あ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
つ
ま
り
楮
、
雁
皮
、
三
椏
の
植
物
繊
維
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
植
物
に
お
い
て
一
定
の
特
徴
を
も
つ
の
で
あ
る
。
植
物
繊
維

が
種
類
ご
と
に
独
特
の
特
徴
を
有
す
る
こ
と
を
利
用
す
る
こ
と
が
本
研
究
に
お
け
る
料
紙
観
察
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
繊
維
の
特
徴
を
と

ら
え
る
こ
と
に
よ
り
分
析
結
果
が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
古
筆
切
が
本
来
同
じ
古
写
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
じ
紙
を
使
用
し
て
い
る
可
能

性
が
非
常
に
高
い
。
つ
ま
り
、
料
紙
の
原
料
植
物
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
一
性
の
裏
付
け
が
可
能
と
な
る
。

　

次
に
、
紙
へ
の
加
工
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
古
筆
で
は
書
写
目
的
で
紙
に
加
工
を
加
え
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
よ

う
な
加
工
が
施
さ
れ
て
い
な
い
紙
を「
原
紙
」「
素
紙
」「
生き

紙が
み

」と
い
う
。
筆
運
び
を
よ
く
し
た
り
、
墨
の
に
じ
み
を
防
い
だ
り
す
る
た
め

に
木
槌
な
ど
で
紙
を
叩
く
加
工
を「
打う

ち
が
み紙

」と
い
い
、
猪
の
牙
や
滑
ら
か
な
玉
な
ど
で
紙
の
表
面
を
擦
っ
て
平
滑
に
す
る
加
工
を
施
し
た
場

合
は「
瑩え

い

紙し

」と
い
う
。
ま
た
滲
み
止
め
と
し
て
少
量
の
水
に
膠
と
明
礬
を
溶
か
し
た
礬ど

う

水さ

を
紙
の
表
面
に
塗
布
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
う

し
た
加
工
を
施
し
た
紙
は
、
生
紙
に
対
し
て「
熟

じ
ゅ
く

紙し

」と
い
う
。
ま
た
装
飾
目
的
で
着
色
し
て
い
る
場
合
は「
染
め
紙
」と
い
い
、
染
め
紙
に

お
い
て
も（
一
）原
料
か
ら
染
め
て
い
る（
二
）生
紙
に
刷
毛
で
着
色
し
て
い
る
、
な
ど
加
工
の
工
程
に
違
い
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
デ
ジ
タ
ル

顕
微
鏡
の
高
倍
率
で
観
察
す
る
こ
と
で
肉
眼
に
よ
る
観
察
で
は
確
認
で
き
な
い
差
異
が
明
確
に
現
れ
る
。
こ
う
し
た
調
査
観
察
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
基
に
本
研
究
で
は
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

『
源
氏
物
語
』
古
筆
切
調
査
の
方
針

　

先
述
し
た
よ
う
に
本
研
究
で
は
、
資
料
群
の
中
か
ら
古
筆
家
に
よ
る
極
め
札（
鑑
定
）や
先
行
研
究
に
よ
り「
ツ
レ
」と
さ
れ
て
い
る
古
筆

切
料
紙
の
調
査
に
着
手
し
て
い
る
。
ツ
レ
の
調
査
目
的
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
紙
質
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
に
あ
り
、
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一
．
伝
称
筆
者（
古
筆
を
書
い
た
人
物
）別

　

二
．
書
写
年
代
別

と
い
う
ポ
イ
ン
ト
か
ら『
源
氏
物
語
』古
筆
切
の
特
徴
を
み
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
。
特
に
、
伝
称
筆
者
の
身
分
に
よ
る
差
異
の
有
無
に
着
目

し
て
い
る
。

　

調
査
観
察
に
お
い
て
は
、

（
一
）文
字
の
近
辺

（
二
）虫
穴

（
三
）紙
に
混
入
し
て
い
る
異
物

（
四
）文
字
あ
る
い
は
着
色
が
な
い
箇
所

と
い
う
部
分
を
対
象
と
し
て
い
る
。（
一
）文
字
付
近
の
観
察
は
、
再
現
性
を
確
保
す
る
目
的
に
よ
る
。（
二
）虫
食
い
な
ど
で
生
じ
た
穴
の

部
分
は
、
繊
維
の
確
認
が
容
易
で
あ
る
た
め
優
先
的
に
観
察
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。（
三
）
異
物
が
紙
自
体
に
混
入
し
て
い
る
場
合
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
・
材
料
で
あ
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
紙
が
作
ら
れ
た
背
景
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
同
一
の
異
物
混
入
が
見
ら
れ
る

場
合
は
同
じ
条
件
あ
る
い
は
環
境
で
紙
が
作
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。（
四
）文
字
あ
る
い
は
着
色
が
な
い
箇
所
は
紙
質
そ
の
も
の
の

全
体
的
調
査
と
な
る
。

　

右
の
方
針
の
も
と
に
調
査
観
察
を
行
な
っ
た
事
例
を
次
に
紹
介
す
る
。
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『
源
氏
物
語
』
古
筆
切
の
調
査
観
察
例

　

以
下
、
原
料
と
な
る
植
物
の
表
記
に
つ
い
て
は
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
る
。

一
．
ツ
レ
と
さ
れ
る
古
筆
切
の
観
察

《
例
一
》顕
昭

　

顕
昭
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期（
大
治
五（
一
一
三
〇
）年
？
～
承
元
元（
一
二
〇
九
）年
？
）に
か
け
て
の
歌
僧
で
あ
る
。
藤

原
顕
輔
の
猶
子
で
歌
道
・
六
条
家
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
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冒
頭
一
文
字
目
の「
け
」右
上
付
近
に
確
認
し
た
、
絡
ま
り
合
っ
て
粒
状
に
な
っ
て
い
る
青
色
繊
維
は
、
周
囲
の
コ
ウ
ゾ
繊
維
に
埋
も
れ

て
い
る
た
め
後
か
ら
付
着
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
青
色
繊
維
は
束
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
コ
ウ
ゾ
繊
維
の
幅
と
比
較
す
る
と
明
ら

か
に
細
く
、
ガ
ン
ピ
繊
維
と
わ
か
る
。
コ
ウ
ゾ
繊
維
に
は
中
央
に
暗
い
影
が
あ
り
、
こ
れ
は
打
ち
紙
加
工
さ
れ
た
痕
跡
で
あ
る
。

【
画
像
一
】
顕
昭
（
極
め
札
：
朝
倉
茂
入
）
の
古
筆
切

【
画
像
二
】
顕
昭
「
け
に
こ
の
」　

五
〇
〇
倍　

撮
影
：
白
戸
満
喜
子

9 頁口絵参照
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【
画
像
三
】
顕
昭
（
極
め
札
：
田
中
登
）
の
古
筆
切

【
画
像
四
】
顕
昭
「
れ
を
も
て
」　

二
〇
〇
倍　

撮
影
：
白
戸
満
喜
子

　

第
三
行
一
文
字
目「
い
」の
字
の
中
に
青
色
繊
維
が
あ
る
。
コ
ウ
ゾ
繊
維
の
下
に
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
か
ら
付
着
し
た
も
の
で

は
な
く
、
製
紙
の
過
程
で
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
料
紙
で
も
コ
ウ
ゾ
繊
維
に
打
ち
紙
加
工
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。 10 頁口絵参照
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《
例
二
》伏
見
院
と
後
伏
見
院

　

伏
見
院
の
生
没
は
文
永
二
（
一
二
六
五
）
年
～
文
保
元
（
一
三
一
七
）
年
、
後
伏
見
院
の
生
没
は
弘
安
一
一
（
一
二
八
八
）
年
～
延
元
元

（
一
三
三
六
）年
で
あ
る
。極
め
札
の「
伏
見
院
」「
後
伏
見
院
」と
い
う
号
に
基
づ
い
た
場
合
、後
伏
見
天
皇
が
退
位
し
た
正
安
三（
一
三
〇
一
）

年
か
ら
伏
見
院
崩
御
の
一
三
一
七
年
ま
で
の
間
、
つ
ま
り
鎌
倉
初
期
に
書
写
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
画
像
五
】
伏
見
院
（
極
め
札
：
琴
山
）
の
古
筆

【
画
像
六
】
伏
見
院　

五
〇
〇
倍　

撮
影
：
白
戸
満
喜
子

　

第
三
行
三
文
字
目「
せ
」と
い
う
字
の
墨
跡
の
下
に
青
色
繊
維
が
あ
る
。
周
囲
は
打
ち
紙
さ
れ
た
コ
ウ
ゾ
繊
維
で
、
幅
を
比
較
す
る
と
青

色
繊
維
は
明
ら
か
に
細
く
ガ
ン
ピ
繊
維
と
わ
か
る
。

11頁口絵参照
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【
画
像
七
】
後
伏
見
院
（
極
め
札
：
牛
庵
）
の
古
筆

【
画
像
八
】
後
伏
見
院　

五
〇
〇
倍　

撮
影
：
白
戸
満
喜
子

　

第
一
行
一
文
字
目「
い
」の
左
側
に
折
り
た
た
ま
れ
た
形
状
の
青
色
繊
維
が
確
認
さ
れ
た
。
周
囲
の
コ
ウ
ゾ
繊
維
は
打
ち
紙
加
工
の
痕
跡

が
確
認
で
き
る
。

　

以
上
、
ツ
レ
と
さ
れ
る
二
組
四
点
の
古
筆
切
料
紙
に
は
、
青
色
に
着
色
し
た
ガ
ン
ピ
繊
維
と
打
ち
紙
加
工
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

12 頁口絵参照
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二
．
料
紙
自
体
の
観
察

《
観
察
例
》藤
原
為
家
筆【
河
内
切
】他

　

藤
原
為
家
の
生
没
は
建
久
九（
一
一
九
八
）年
～
（
一
二
七
五
）建
治
元
年
、
藤
原
定
家
の
息
子
で
あ
り
殿
上
人
で
あ
る
。

【
画
像
九
】
藤
原
為
家
（
極
め
札
：
奥
西
宗
圓
）
の
古
筆
切
【
画
像
十
】
藤
原
為
家
「
ゆ
る
さ
れ
」　

二
〇
〇
倍　

撮
影
：
江
南
和
幸

【
画
像
十
一
】
藤
原
為
家
「
ゆ
る
さ
れ
」　

二
〇
〇
倍　

撮
影
：
江
南
和
幸

　

第
二
行
八
文
字
目「
あ
」の
右
下
付
近
、
コ
ウ
ゾ
の
特
徴
で
あ
る
直
線
的
か
つ
よ
く
分
離
さ
れ
た
繊
維
の
中
に
、
よ
じ
れ
た
よ
う
な
繊
維

が
確
認
で
き
る
。

13
頁
口
絵
参
照
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同
じ
古
筆
切
の
別
部
分
、
第
三
行
目
の
下
か
ら
二
文
字
目「
り
」の
左
下
付
近
に
中
央
の
幅
が
細
い
繊
維
束
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に

コ
ウ
ゾ
と
異
な
る
繊
維
で
あ
り
、
ガ
ン
ピ
繊
維
の
束
と
判
明
し
た
。
こ
れ
は
コ
ウ
ゾ
に
ガ
ン
ピ
を
交
え
た「
斐ひ

楮ち
ょ

交
ぜ
漉
き
」と
称
さ
れ
る

料
紙
で
あ
る
。

【
画
像
十
二
】
藤
原
為
家
（
極
な
し
）
の
古
筆
切

【
画
像
十
三
】
藤
原
為
家
「
か
く
心
に
」　

二
〇
〇
倍　

撮
影
：
江
南
和
幸

　

第
五
行
四
文
字
目「
ま
」の
左
側
に
、周
辺
の
コ
ウ
ゾ
繊
維
と
太
さ
の
異
な
る
繊
維
束
が
あ
る
。
中
央
に
太
い
束
状
に
み
え
る
繊
維
束
は
、

画
像
十
一
と
同
様
に
ガ
ン
ピ
繊
維
と
判
明
し
た
。

14 頁口絵参照
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右
端
の
綴
じ
穴
部
分
、
上
か
ら
三
つ
目
と
四
つ
目
の
穴
の
中
間
に
確
認
さ
れ
た
青
色
の
ガ
ン
ピ
繊
維
で
あ
る
。
周
囲
の
コ
ウ
ゾ
繊
維
は

打
ち
紙
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
り
、
コ
ウ
ゾ
繊
維
の
下
に
混
入
し
て
い
る
青
色
の
繊
維
が
ガ
ン
ピ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

【
画
像
十
五
】
藤
原
為
家
（
極
な
し
）
の
古
筆
切

【
画
像
十
六
】
藤
原
為
家
「
お
ぼ
し
し
ら
る
」　

五
〇
〇
倍　

撮
影
：
白
戸
満
喜
子

15 頁口絵参照
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『
源
氏
物
語
』
古
筆
切
の
料
紙
観
察
経
過
報
告

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら

①
青
色
に
着
色
さ
れ
た
ガ
ン
ピ
繊
維
の
混
入

②
コ
ウ
ゾ
を
主
原
料
と
し
て
ガ
ン
ピ
を
混
ぜ
た
斐
楮
交
ぜ
漉
き

と
い
う
料
紙
が
確
認
で
き
た
。
ガ
ン
ピ
の
み
で
つ
く
ら
れ
た
紙
、
斐
紙
は
仮
名
書
き
に
最
適
で
は
あ
る
が
、
書
籍
全
体
を
純
雁
皮
の
斐
紙

で
作
成
す
る
の
は
や
は
り
高
価
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
コ
ウ
ゾ
に
ガ
ン
ピ
を
加
え
た
料
紙
が
作
ら
れ
た
の
は
、
コ
ス
ト
的
な
問
題
と
考

え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、『
源
氏
物
語
』の
書
写
用
に
特
別
に
用
意
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
観
察
し
た
資
料
の
コ
ウ
ゾ
繊
維
は
、

す
べ
て
打
ち
紙
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
入
手
し
や
す
い
楮
紙
で
は
あ
っ
て
も
、
手
間
と
時
間
を
か
け
て
準
備
さ
れ
た
料
紙
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

料
紙
観
察
か
ら
、
河
内
本
他
の
藤
原
為
家
筆
と
さ
れ
る
料
紙
で
は
、
全
く
同
質
の
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
早
々
に
判
明
し
た
。

調
査
し
た
資
料
群
に
は
上
質
紙
の
技
術
が
よ
く
示
さ
れ
て
お
り
、
製
紙
技
術
史
の
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
平
安
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け

て
の
製
紙
技
術
史
を
考
え
る
場
合
、「
紙
屋
院
」の
役
割
を
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
紙
屋
院
と
は
、
奈
良
時
代
に
設
立
さ
れ
た
朝
廷

用
の
造
紙
所
で
、『
延
喜
式
』に
記
載
が
見
ら
れ
る
。
大
同
年
間（
八
〇
六
～
八
一
〇
年
）に
は
京
都
の
紙
屋
川
の
ほ
と
り
に
移
設
さ
れ
、
朝

廷
で
使
用
す
る
紙
を
抄
紙
し
て
い
た
。
こ
の
紙
屋
院
お
よ
び
紙
屋
院
で
つ
く
ら
れ
た
紙
は
、『
源
氏
物
語
』の
本
文
に
し
ば
し
ば
描
か
れ
て

い
る
。
該
当
箇
所
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

『
源
氏
物
語
』「
蓬
生
」よ
り【
末
摘
花
邸
の
様
子
】

古
歌
と
て
も
、
を
か
し
き
よ
う
に
選
り
出
で
、
題
を
も
読
人
を
も
、
あ
ら
は
し
、
心
得
た
る
こ
そ
、
見
所
も
あ
り
け
れ
、
う
る
は
し
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き
紙
屋
紙
・
陸
奥
紙
な
ど
の
ふ
く
だ
め
る
に
、
ふ
る
こ
と
ゞ
も
の
、
目
馴
れ
た
る
な
ど
は
、
い
と
、
す
さ
ま
じ
げ
な
る
を
、
せ
め
て

な
が
め
給
ふ
折
々
は
、
引き

ひ
ろ
げ
給
ふ（
６
）。

『
源
氏
物
語
』「
玉
鬘
」よ
り【
末
摘
花
所
有
の
草
子
】

よ
ろ
づ
の
草
子
・
う
た
枕
、
よ
う
案
内
知
り
、
見
つ
く
し
て
、
そ
の
中
の
言
葉
を
取
り
出
づ
る
に
、
詠
み
つ
き
た
る
筋
こ
そ
、
つ
よ

く
変
ら
ざ
る
べ
け
れ
。
常
陸
の
親
王
の
書
き
お
き
給
へ
り
け
る
、
紙
屋
紙
の
草
子
を
こ
そ
、「
見
よ
」と
て
、
お
こ
せ
給
へ
り
し
か
。

和
歌
の
髄
脳
、
い
と
所
せ
く
、
病
、
さ
る
べ
き
心
多
か
り
し
か
ば
、
も
と
よ
り
、
お
く
れ
た
る
方
の
、
い
と
ゞ
、
中
々
、
動
き
す
べ

く
も
見
え
ざ
り
し
に
、
む
つ
か
し
う
て
、
か
へ
し
て
き
。
し
か
、
よ
く
案
内
知
り
給
へ
る
人
の
口
つ
き
に
て
は
、
目
な
れ
て
こ
そ
あ

れ（
７
）。

『
源
氏
物
語
』「
梅
枝
」よ
り【
光
源
氏
が
書
い
た
草
子
】

唐
の
紙
の
、い
と
す
ぐ
れ
た
る
に
、草
に
書
き
給
へ
る
、「
い
と
す
ぐ
れ
て
、め
で
た
し
」と
、見
給
ふ
に
、高
麗
の
紙
の
、は
だ
こ
ま
か
に
、

な
ご
う
な
つ
か
し
き
が
、
色
な
ど
花
や
か
な
ら
ず
、
な
ま
め
き
た
る
に
、
お
ほ
ど
か
な
る
女
手
の
、
う
る
は
し
く
、
心
と
ゞ
め
て
書

き
給
へ
る
は「
た
と
ふ
べ
き
方
な
し
」と
、見
給
ふ
人
の
涙
さ
へ
、水
茎
に
流
れ
そ
ふ
心
ち
し
て
、あ
く
世
あ
る
ま
じ
き
に
、ま
た
、こ
ゝ

の
紙
屋
の
色
紙
の
、
色
あ
ひ
花
や
か
な
る
に
、
み
だ
れ
た
る
草
の
歌
を
、
筆
に
ま
か
せ
て
み
だ
れ
書
い
給
へ
る
さ
ま
、
見
所
限
り
な

し（
８
）。

『
源
氏
物
語
』「
鈴
虫
」よ
り【
女
三
宮
の
持
仏
開
眼
供
養
】
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さ
て
は
、
阿
弥
陀
経
、「
唐
の
紙
は
も
ろ
く
て
、
朝
ゆ
ふ
の
御
手
な
ら
し
に
も
、
い
か
ゞ
」と
て
、
紙
屋
の
人
を
召
し
て
、
こ
と
に
仰

言
賜
ひ
て
、
心
こ
と
に
清
ら
に
す
か
せ
給
へ
る
に
、
こ
の
春
の
頃
ほ
ひ
よ
り
、
御
心
と
ゞ
め
て
、
い
そ
ぎ
か
ゝ
せ
給
へ
る
か
ひ
あ
り

て
、
は
し
を
見
給
ふ
人
々
、
目
も
か
ゞ
や
き
ま
ど
ひ
給
ふ（
９
）。

　

以
上
、『
源
氏
物
語
』に
登
場
す
る
紙
屋
紙
・
紙
屋
院
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、

（
一
）「
蓬
生
」と「
玉
鬘
」で
は
末
摘
花
の
身
分
が
卑
し
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
事
実
の
暗
喩

（
二
）「
梅
枝
」で
は
光
源
氏
が
書
写
に
用
い
る
紙

（
三
）「
鈴
虫
」で
は
光
源
氏
が
紙
屋
院
か
ら
人
を
召
し
て
紙
を
特
注
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
平
安
期
に
お
け
る
紙
屋
院
の
役
割
と
抄
紙
し
た
紙
に
対
す
る
評
価
が
共
に
高
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

紙
質
を
区
別
し
て
使
用
す
る
文
化
は
日
本
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
等
し
く
西
洋
で
も
存
在
し
て
い
る
。
ロ
ー
タ
ー
・
ミ
ュ
ー

ラ
ー
は『
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
紙
の
文
化
史
』の
中
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

バ
ロ
ッ
ク
時
代
、
書
簡
の
紙
質
は
、
宮
廷
で
の
王
と
の
謁
見
に
参
上
す
る
と
き
の
服
装
と
同
等
の
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
便
筆

に
ほ
ど
こ
す
金
縁
金き

ん
ぶ
ち縁

は
、衣
服
に
つ
け
る
組
紐
組く

み
ひ
も紐

の
よ
う
な
も
の
で
、さ
ら
に
粉
お
し
ろ
い
や
香
水
を
ふ
り
か
け
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
ま
た
ア
ラ
ビ
ア
の
カ
リ
フ
帝
国
と
同
様
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絶
対
主
義
時
代
の
身
分
制
社
会
で
も
、
書
き
手
と
受
け
手
の
上
下
関

係
に
対
応
し
て
、
使
用
す
べ
き
紙
の
判
型
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
相
手
が
諸
侯
や
高
い
身
分
の
場
合
に
は
大
フ
ォ
リ
オ
判
が
、
大
臣

や
役
所
が
相
手
の
と
き
は
小
フ
ォ
リ
オ
判
が
使
わ
れ
た
。
議
員
、
女
性
、
同
じ
身
分
の
人
に
送
る
手
紙
に
は
、
自
分
と
相
手
の
地
位

の
上
下
に
合
わ
せ
て
、
大
四
つ
折
判
と
小
四
つ
折
判
を
使
い
分
け
た（
10
）。

ミ
ュ
ー
ラ
ー
が
言
及
し
て
い
る
紙
に
対
す
る
礼
式
、
つ
ま
り
紙
に
情
報
を
書
き
記
し
て
伝
達
す
る
際
の
決
ま
り
ご
と
に
は
、
書
き
手
と
受
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け
手
の
上
下
関
係
が
反
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
紙
質
は
そ
の
関
係
性
に
対
応
し
て
い
た
。
源
氏
物
語
に
お
い
て
身
分
に
見
合
っ
た
紙
を

表
現
す
る
場
面
で
紙
屋
紙
が
登
場
す
る
こ
と
は
歴
史
的
事
実
と
し
て
当
然
で
あ
り
、
そ
の『
源
氏
物
語
』を
書
写
し
た
古
筆
切
は
そ
の
文
化

の
流
れ
の
中
に
あ
る
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
に
、古
筆
切
の
料
紙
観
察
は
古
筆
研
究
の
み
な
ら
ず
製
紙
技
術
史
に
お
い
て
も
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

文
学
作
品
は
実
用
的
な
古
文
書
と
は
異
な
り
、
そ
の
作
品
が
描
い
て
い
る
世
界
観
に
ふ
さ
わ
し
い
文
字
で
、
ふ
さ
わ
し
い
料
紙
に
書
写
さ

れ
、
同
様
に
書
物
全
体
と
し
て
も
品
格
を
そ
な
え
た
装
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』古
筆
切
は
、
現
在
の
姿
が
た
っ
た
一
枚
の
紙

片
だ
と
し
て
も
、
切
り
取
ら
れ
る
以
前
の
姿
を
紙
質
自
体
に
伝
え
て
お
り
、
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
映
し
出
さ
れ
る
ミ
ク
ロ

の
画
像
に
は
文
字
表
現
だ
け
で
な
く
、「
紙
そ
の
も
の
が
語
る
時
代
の
姿
」が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
装
飾
や
加
工
が
施
さ
れ
た
料
紙
の
判
別
や
、
手
鑑
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
裏
側
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
筆

切
な
ど
、
難
し
い
調
査
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
新
た
な
る
調
査
結
果
を
続
報
と
し
て
報
告
し
た
い
。

注（
1
）	

日
比
野
浩
信『
は
じ
め
て
の
古
筆
切
』　

一
六
頁　

和
泉
書
院　

二
〇
一
九
年

（
2
）	

紙
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り

　

・
小
松
茂
美『
古
筆
』　

三
〇
九
～
三
五
五
頁　

講
談
社　

一
九
七
二
年
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（特集━二）　『源氏物語』古筆切の料紙観察

　

・
藤
井
隆
・
田
中
登『
続　

国
文
学
古
筆
切
入
門
』　

一
三
～
一
六
頁　

和
泉
書
院　

一
九
八
九
年

　

・
日
比
野
浩
信『
は
じ
め
て
の
古
筆
切
』　

四
九
～
五
八
頁　

和
泉
書
院　

二
〇
一
九
年

（
3
）	
大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
発
行　

二
〇
一
八
年

（
4
）	

高
城
弘
一
・
野
中
直
之
編
著『
装
飾
料
紙
の
研
究
』　

一
六
～
一
九
頁　

大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
発
行　

二
〇
一
八
年

（
5
）	

増
田
芳
雄『
植
物
の
細
胞
壁
』　

四
頁　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
六
年　

（
6
）	『
源
氏
物
語　

二
』日
本
古
典
文
学
大
系
一
五　

一
四
一
頁　

岩
波
書
店　

昭
和
三
四
年

（
7
）	『
源
氏
物
語　

二
』日
本
古
典
文
学
大
系
一
五　

三
七
三
頁　

岩
波
書
店　

昭
和
三
四
年

（
8
）	『
源
氏
物
語　

三
』日
本
古
典
文
学
大
系
一
六　

一
七
三
頁　

岩
波
書
店　

昭
和
三
六
年

（
9
）	『
源
氏
物
語　

四
』日
本
古
典
文
学
大
系
一
七　

七
八
頁　

岩
波
書
店　

昭
和
三
七
年

（
10
）	

ロ
ー
タ
ー
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー　

三
谷
武
司
訳『
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
紙
の
文
化
史
』　

一
二
三
～
一
二
四
頁　

東
洋
書
林　

二
〇
一
三
年
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特集－ 2：源氏物語古筆切料紙

【
画
像
一
】
顕
昭
（
極
め
札
：
朝
倉
茂
入
）
の
古
筆
切

【
画
像
二
】
顕
昭
「
け
に
こ
の
」　

五
〇
〇
倍　

撮
影
：
白
戸
満
喜
子
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【
画
像
三
】
顕
昭
（
極
め
札
：
田
中
登
）
の
古
筆
切

【
画
像
四
】
顕
昭
「
れ
を
も
て
」　

二
〇
〇
倍　

撮
影
：
白
戸
満
喜
子
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【
画
像
五
】
伏
見
院
（
極
め
札
：
琴
山
）
の
古
筆

【
画
像
六
】
伏
見
院　

五
〇
〇
倍　

撮
影
：
白
戸
満
喜
子
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【
画
像
七
】
後
伏
見
院
（
極
め
札
：
牛
庵
）
の
古
筆

【
画
像
八
】
後
伏
見
院　

五
〇
〇
倍　

撮
影
：
白
戸
満
喜
子
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【
画
像
九
】
藤
原
為
家
（
極
め
札
：
奥
西
宗
圓
）
の
古
筆
切

【
画
像
十
】
藤
原
為
家
「
ゆ
る
さ
れ
」　

二
〇
〇
倍　

撮
影
：
江
南
和
幸

【
画
像
十
一
】
藤
原
為
家
「
ゆ
る
さ
れ
」　

二
〇
〇
倍　

撮
影
：
江
南
和
幸
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【
画
像
十
二
】
藤
原
為
家
（
極
な
し
）
の
古
筆
切

【
画
像
十
三
】
藤
原
為
家
「
か
く
心
に
」　

二
〇
〇
倍　

撮
影
：
江
南
和
幸



― 15 ―

【
画
像
十
五
】
藤
原
為
家
（
極
な
し
）
の
古
筆
切

【
画
像
十
六
】
藤
原
為
家
「
お
ぼ
し
し
ら
る
」　

五
〇
〇
倍　

撮
影
：
白
戸
満
喜
子
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